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　原子力機構は、東京電力福島第一原子力発電所事故に
より放出された放射性物質による環境影響の問題に対応
し、その対策基盤を確立するための調査研究を行いまし
た。その一環として、調査研究で得られた空間線量率や
核種濃度等の情報を収集し、放射線量等分布マップ（分
布マップ）及び放射性物質の分布状況等調査データベー
ス（データベース）を構築しました。
　分布マップ（図１-７）は、空間線量率や核種濃度を地
図上に表示し、拡大・縮小することで直感的に環境放射
能の状況を確認することができます。データベース
（図１-８）は、各調査実施地点における空間線量率や核種
濃度のほかに測定手法，分析手法及び測定精度等の付帯
情報を加えた詳細な情報をWEB経由で閲覧・取得するこ
とができます。これらシステムに登録されている主な
データ種類について、表１-１に示します。
　公開前には、サイトに対する高い関心が予想されたこ
とから、負荷テストを実施しました。特に分布マップに
ついては、地図と分布マップの重ね合わせ処理を行う
サーバに負荷が係り、接続が切れる障害が発生すること

が、負荷テストによって判明しました。そこで事前に重
ね合わせ処理を行う対策をとったところ、リクエスト失
敗率２０％から、わずか０．０００００１％に抑えることができま
した。実際の公開では、公開後１０日間で３０万人を超える
アクセスがあり、総リクエスト数は１億１千万を超えま
したが、サイトは問題なく稼働しました。
　放射性物質による環境影響を継続的に調査するため、
２０１２年６月より新たに福島県内の約６５００地点における空
間線量率などの調査が開始されています。今後も警戒区
域・計画的避難区域等の見直しや放射性物質による環境
影響の把握，住民の健康管理，適切な除染対策等に必要
な情報として、これらの測定結果を収集し、データベー
ス・分布マップを介して引き続き公開していきます。
　本研究は、文部科学省平成２３年度科学技術戦略推進費
による受託研究「放射性物質分布状況等に関する調査研
究」及び文部科学省平成２３年度放射能測定調査委託事業
による受託研究「福島第一原子力発電所事故に伴う放射
性物質の第２次分布状況等に関する調査研究」の成果の
一部です。
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表１-１　主なデータ種類
公開されている主なデータ種類になります。今後更に追加されていく予定です。

図１-７　放射線量等分布マップ　拡大サイト
空間線量率や核種濃度を可視化することで、直感的な把握が可
能です。（http://ramap.jaea.go.jp）

データ種類 分布マップ データベース

福島県及び近隣県の2200箇所で測定された空間線量率の測定結果及び採取された土壌試料の
核種分析結果 有 有

福島県及び近隣県の走行サーベイによる空間線量率の測定結果 有 無

航空機モニタリングの空間線量率の測定結果及び放射性セシウムの沈着量の測定結果 有 無

福島県内で採取された河川水・河底土・井戸水・浮遊砂の核種分析結果 無 有

福島県及び近隣県（77箇所）で採取された土壌中の放射性物質の深度分布の測定結果 無 有

図１-８　放射性物質の分布状況等調査データベース
空間線量率や核種濃度に関する定量的な値を提供することで、
解析を支援します。（http://radb.jaea.go.jp）


